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地方自治体における「危機管理」の事例，評価方法，および取り組み方向
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はじめに
(1) この研究の動機および背景
1995年は，わが国において「リスク・マネジメント」と「危機管理（クライシス・マネジメント）」
いう言葉が人口に謄突し，その「必要認識Jが高まった年となった1）。国家，地方自治体ぺ企業ぺ
学校へ病院へそれに家庭川こおいても，「リスク・マネジメント」と「危機管理」の必要性を国民
が認識したと思われる。「きっかけ」は， 1月17日未明に勃発した阪神・淡路大震災であった。国
家ならびに地方自治体の初期対応の遅さ，拙劣さに対する批判は，蟻烈を極めた。一方，いくつか
の企業におけるトップ・マネジメントの陣頭指揮，ならびに現場の指揮官の活躍ぶりは賞賛をもっ
1）本稿の「2.地方自治体を襲った「危機管理の事例調査（1990年1月～1995年9月）Jおよび本稿末尾の
「資料「危機管理」に関する文献調査」を参照。
2）中沖 豊『これからの富山県一「住みよい県」から「住みたい県jへJpp. 38 42 
3）たとえば、社団法人富山経営者協会は「とやま危機管理緊急講座Jを1996年 1月～ 3月にかけて実
施することを機関決定した。（日本経済新聞1995年12月26日付）
4）たとえば、新日本保険新聞1995年12月18日号および1996年1月15日号拙稿「私立学校のリスク・マ
ネジメント」を参照。
地方自治体における「危機管理」の事例，評価方法，および取り組み方向 7 
て報じられた。神戸大学をはじめ震災被害があったり，緊急避難所として機能を大いに発揮した反
面，授業面等の支障が出た学校も少なくなかった。震災のみならず，近年学校における「いじめの
危機管理」も問題になっている。病院経営の「危機jが伝えられでほぼ15年近く経つ。阪神・淡路
大震災では，病院自体の崩壊と震災時緊急医療についても種々の問題提起があった。続いて3月21
1 東京地下鉄サリン事件が起こった。その後のオウム真理教の数々の報道は，家庭にも追い打ち
をかけるように，「リスク・マネジメント」と「危機管理Jが意識されることとなった。
筆者は長年「地方自治体のリスク・マネジメントおよび危機管理」について機会をとらえて研究
発表を行ってきたが，それらは主として理論研究が主体であった。しかし，上述した状況を考える
とき，地方自治体の役職員等の読者が文献に求めるものは，何であろうか。筆者は，それは体系的，
制度的，かつ継続的に行うべき「地方自治体の危機管理Jに役立つ理論的かつ実証的に有用で即戦
力的な書物であると考えた。そこで今年は実証的研究を行う絶好の機会と考えたのがこの研究の動
機および背景である。
(2) この研究の目的
この研究の目的は，三つある。①湾岸戦争（1990年 1～3月）以来，わが国の地方自治体にお
ける「危機（クライシス）」とみなし得る事例，すなわち，「危機管理jが必要な事例を整理するこ
と。② 地方自治体の「危機管理jの評価方法を考案すること。および③ 地方自治体が今後取り
組むべき「危機管理（クライシス・マネジメント）」の方向を整理することの三つである。
(3) この研究の方法
そのためこの研究においては，執筆時点で入手できるわが国における「危機管理」に関する文献
調査を行い， 1990年1月から1995年9月の約5年間にわが国地方自治体を襲った「危機」の事例を
時系列的に整理し，その上で「危機jの事例の分類を試みる。約5年間の「危機」の事例をサーベ
イした上で，地方自治体における「危機jおよび「危機管理」の概念の実証的な整理，分類，分析
を試みたい。それによって，地方自治体における「危機」と「危機管理」の現状の評価を可能にす
る評価方法を示す。その上でわが国の地方自治体が今後取り組むべき「危機管理jの方向の指摘を
試みたい。
(4) この研究の性質および意義
この研究の性質は，「危機」の概念の帰納的ならびに実証的な整理，および「危機管理」体制の
5）たとえば、 1995年5月秋田県病院協会メンバーを対象に「医療の未来像とリスク・マネジメントJ、
1995年7月には富山市医師会が「病・医院のリスク・マネジメント－PL法が医療に与える影響と医
事紛争を防ぐ12の指針」、 1995年12月医療法人惇慧会は「病院のリスク・マネジメントと危機管理」と
いうセミナーをそれぞれ開催した。
6）たとえば、 家庭における危機管理意識の高まりは、北日本放送が1995年度2月～5月、 12月に筆者
が行った「危機管理を語るJ番組にも表れている。
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枠組みをどう作ればよいかを提言するための方法論的な研究である。
一方，この研究の意義または成果は次の点に求められる。
1) 地方自治体がまず組織としての「危機管理」体制を構築し，発展，機能させる必要性を理
論的かっ実証的に認識させるものである。
2) 地方自治体の「危機管理」に関する日本語の文献サーベイが行われたこと。
3) 他にほとんど例をみない総合的かつ分析的研究である。
4) 新聞記事による地方自治体を襲った「リスク」および「危機」の事例を収集，分類，そし
て，分析する方法がほぼ完成の域に達したこと。
5) 地方自治体の長および幹部一経営者（マネジメント）ーがすぐに使える 2種類の「危機管
理の武井式チェックリスト」が完成したこと。
6) 地方自治体の「危機管理の実態Jの確認，測定，評価に役立つ。
1.「危機管理Jに関する文献調査および“武井学説”
(1）筆者の「危機管理」分野の研究
筆者は約27年間にわたり保険とファイナンス（金融・財務）の研究，「リスク・マネジメントj
研究，そして「危機管理J研究に取り組んできた。その聞に筆者が公表した著訳書と論考の中で
「危機管理」に関係のある研究には次のものがある。
1) 「保険」研究
① 『保険経営論j＜共著＞ （有斐閣， 1975年）
② 『新訂・プロ代理店経営の考え方J（リスク・マネジメント研究所， 1987年）
③ 『プロ代理店のためのマーケテイング戦略講座』（リスク・マネジメント研究所， 1987年）
④ 「危機管理と保険」 (rESPJ （初経済企画協会， 1995年6月）
2) 「リスク・マネジメント」研究
① 『リスク・マネジメン ト上・下jウィリアムズ／ハインズ著＜訳＞（海文堂，1978,1979年）
② ［ハインリッヒ産業災害防止論』く共訳＞ （海文堂， 1982年）
③ 『リスク理論』＜単著＞ （リスク・マネジメント研究所， 1983年）
④ 『リスク・マネジメント必携Jく単著＞（リスク・マネジメント研究所， 1984年度以降
不定期発行，パインダー形式）
⑤ 『企業経営におけるリスク・マネジメントーその生・損保業界に対するインパクトJ
（向上， 1985年）
⑥ 『貿易のリスク・マネジメントと保険』（輸出保険協会， 1985年9月号～1986年4月号）
⑦ fプロ代理店のためのリスク・マネジメント入門講座J（リスク・マネジメント研究所，
1985年）
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③ 『リスク・マネジメント総論j （中央経済社， 1987年）
⑨ 『リスク管理・法律の運営j （日本ピルヂング経営センター， 1990年）
⑮ 『リスク・パスターズ ・クラブーリスク・マネジメント資料集』（リスク・マネジメント
研究所， 1991年以降月刊）
⑪ 『実践リスク・マネジメント講座J（ダイヤモンド杜， 1993年4月，隔月加添削除）
⑫ ［医療の未来像とリスク・マネジメントjく共著＞ （（槻シーエムシー， 1994年4月）
⑬ f来るべき時代の保険代理店経営のメガトレンドJ5巻 （リスク・マネジメント研究所，
1994～1995年）
第1回「生損保兼営時代の代理店経営の方向」
第2回「リスク・マネジメント・コンサルタントとしての保険代理店のビジネス・チャンスj
第3回「生損保兼営時代の保険の中心ーコスト保証型からリスク・ファイナンス型保険へJ
第4回「リスク・マネジメントのプロモーター ：保険ブローカーのノウハウ」
第5回「リスク ・マネジメントを使ったコンサルテイング・セールスの手法J
⑬ Risk Management Market Opens Up in Japan (BEST’S REVIEW, P/C 
November 1995, pp.91-94) 
3) 「危機管理J研究
① 「地方自治体にリスク・マネジメント導入の必要性を論ず」（日本海経済研究所， 1980年）
② 『危機管理の概念，方法，事例，および在り方j（日本海経済研究所， 1991年）
③ 「爆弾テロの危機管理」他『Ts R情報秋田』誌に危機管理を連載 （1995年1月よ り
1995年12月まで毎月 3回計36回）
④ 「危機管理計画の作り方」他 『マネージメント・データバンクJ誌に連載 (1995年 1月
より 1995年12月まで毎月 1回計12回）
⑤ 「危機管理計画の組み立て方」他 ［企業情報秋田』誌に連載 （1995年3月よ り1995年2
月まで毎月 1回計12回）
これらの研究を踏まえて，文献調査と報道された新聞記事の調査を行った。
(2) 「危機管理」に関する文献－1995年調査
本稿執筆時（1995年11月）現在筆者が行った文献調査によれば 日本語で書かれた「危機」お
よび「危機管理Jに関する文献は本稿の末尾に付した資料のとおりである。これらの文献による限
り，「地方自治体の危機管理」として整理された文献は上述した拙稿を除き皆無である。もちろん，
部分的に地方自治体と関係のあるものもあり、その数も少くない。
(3) 「危機」および「危機管理jに関する武井説の要約
1) 「リスク・マネジメント」と「危機管理」の定義
筆者は「リスク ・マネジメント」と「危機管理」についてそれぞれ次のように定義している。
「リスク・マネジメント」とは．「企業その他の組織体および家計を含むあらゆる経済主体の目
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標もしくは目的に沿って，純粋リスクの経済的コストを リスクの確認・測定・処理技術の選択・
実施 ・統制のプロセスを通じ 最小のコストで最小化するマネジメントにおけるセキュリティ（経
営の安定化または保全）機能である。」（拙著『リスク・マネジメント総論j，中央経済社， 1987年，
pp.44～45) 
また，「危機管理」とは 「いかなる危機にさ らされても組織が生き残り 被害を最小化するため
に，危機を予測し，対応策をリスク・コントロール中心に計画し，組織し，指揮命令し，統制する
プロセスである。」（拙著『危機管理の概念 方法事例および在り方ーリスク・パスターズ・クラブ
資料6,8,9J. リスク・マネジメント研究所， 1995年）。
2) 「リスク・マネジメント」の目的
地方自治体における「リスク・マネジメント」の目的は，それが地方自治体の経営および住民等
に貢献しうることの裏返しとも考えられる。「リスク・マネジメントjの貢献は，その社会経済的
意義と言い換えてもよい。「リスク・マネジメントJの目的について，図1のように八つが挙げら
れる。
図1 「地方自治体経営の目的とリスク・マネジメントおよび危機管理の目的」
および「地方自治体のリスク・マネジメン卜における危機管理の位置づけj
／＼ 
＼／／ 
リスク・マネジメントの｜ 偶然な損失や危機（リスク）
目的（操業効率および収｜ーからの県庁組織の安定と職員
税課徴能力の確保） ｜ の安心，安定化機能
~て「~
｜損失発生前の目的 ｜｜損失発生の直前，発 ｜｜損失発生後の目的｜
生中，直後の目的
①経済的目標 ； d ①地方自治体の存続
相互に ｜②不安の軽減 : ／＇②操業の継続 ｜相互に
対立する｛③外部から付与され－ I / ③収税の安定 ｝矛盾なく
た責任を果たす ラ（危機管理）ム ④成長の持続 ｜達成可能
④社会的責任の遂行 μ 3 ⑤社会的責任の遂行
拙著『リスク・マネジメント総論j（中央経済社， 1987年） pp.66に加筆修正。
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3) 「危機管理」の目的
「危機管理Jの目的は，「危機を生き残り，危機の被害を最小化するために，危機に対する準備
を万全にし，危機の到来に対応することである」（拙著『危機管理の概念，方法，事例および在り
方ーリスク ・パスターズ・クラブ資料6,8,9J （リスク ・マネジメント研究所， 1995年） pp.159）。
4) 「リスク・マネジメント」と「危機管理」の関係
地方自治体の経営の目的と「リスク ・マネジメントjおよび「危機管理」の目的との関係は，図
1に示したとおりである。
5) 「リスク ・マネジメント」における「危機管理Jの位置づけ
① 時系列的位置づけ
筆者は「リスク ・マネジメント」の概念の中に，「危機管理」を位置づけている。すなわち，「危
機管理」は「リスク・マネジメント」の中で時系列的には，図 1のように損失発生の直前，発生中
および発生直後の対応のプロセスと位置づける。
② 技術的位置づけ
また技術的には，「リスク ・コントロール」の技術と考え，損失の規模を軽減するための「ロス ・
コントロール（損失制御）」の技術の一つに位置づける（図2参照）。
図2 「リスク・ マネジメントの技術」
日目 後
リスク・コントロールの技術 リスク・ファイナンシングの技術
損
A ① 回避 E ① 保有（社内資金）
B ②損失制御…危機管理の 失 経常費
位置づけ a）社内資金 ど 引当金
a ）損失防止 iブF包沿 b ）自家保険
b）損失軽減 c ）キャプテイブ保険会社
c ③分離 生 F ②移転（外部資金）
④結合 a）保険
D ⑤保険以外の移転 b）保険以外
G ③ 借金（外部資金）
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2.地方自治体を襲った「危機管理jの事例調査 （1990年1月～1995年9月）
1990年1月～1995年9月までにマスコミに取り上げられた「危機管理」に関する事例を整理する。
紙数の制約があるため，この研究においては便宜上，朝日新聞の記事のみを列挙することにする。
他紙の事例調査により さらに調査データを充実することが可能である。しかし，この研究の目的
は，朝日新聞一紙のみのデータであっても，ほぼ達することはできるものと考える。
(1) 1990年に起こった地方自治体の「危機管理Jの事例 (1990年1月～12月）
朝日新聞 1990年
日 付 タ イ ト jレ
90/01/09 市街化区域を強要、元県議らを逮捕、福岡
90/01/10 汚職の築城町長、異常な随意契約、創生事業の受注
90/01/18 架空事故詐欺の県議を書類送検へ、岐阜県警
90/01/22 汚職の井桁前津島市長、愛知3区で、総選挙出馬へ、有罪で執行猶予中
90/01/23 福岡県が汚職防止教育用のビデオを購入
90/01/31 処分留保で元県議ら釈放、市街化編入「覚書」強要、福岡
90/02/07 兵庫公園都市用地造成工事、放射光施設で談合？情報通りの業者落札
90/02/08 兵庫県企業庁が談合の有無確認へ、放射光施設の造成工事入札問題
90/02/22 談合疑惑の放射光施設を特約付け契約、兵庫県企業庁
90/02/22 特約条項っきで兵庫県が契約、談合疑惑の放射光施設
90/04/10 都市計画も警察の領分？、県 ・業界に新潟県警、犯罪ない町を申し入れ
90/04/1 琵琶湖の水質改善へ県が台所用品購入に補助 滋賀
90/04/15 県境越える産業廃棄物、 26道府県が規制策 朝日新聞社まとめ
90/04/17 産業廃棄物処分場施設などで自治体の規制要綱続出
90/04/18 環境保護対策 自治体も積極的に行動
90/04/19 那覇弾薬庫資料公開、反基地闘争のささえに 知る権利守る
90/05/1 県議らに格安会員権 ゴルフ場開発会社、十数人に 淡路島
90/05/1 格安のゴルフ会員権、五色町助役も購入 兵庫県が調査方針
90/05/28 ミス・コンテスト次々 「やめます」 「差別撤廃」と自治体
90/06/02 県の給与支給「不当」と訴え 尾張福利厚生会問題
90/06/19 また光化学スモッグ注意報発令県が施設を調査福岡市
90/06/22 児童虐待一光は見えるか府が対策マニュアル
90/06/26 大阪空港存続は一致、思惑様々 公害調停団は警戒感
干リ
朝
朝
草月
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
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90/06/26 オウム真理教がキャンプ地造成 地元反発、県も調査阿蘇 朝
90/07/01 農薬を 5割削減し、個別モニター制を 熊本県がゴルフ場に指針 朝
90/07/10 15遺族が県に10億円請求福井の国道岩盤崩落 朝
90/07/17 琵琶湖の水質改善は絶望的 滋賀県が報告書 朝
90/07/21 県が現地調査 岡山の放射線検出 朝
90/07/24 放射線検出で県が工場長から聴取技術庁調査へ 岡山 ・邑久 朝
90/07/25 「事故責任は県に」兵庫県知事が陳謝神戸の女生徒圧死 朝
90/08/14 放射線の再測定に「問題ないJ 四日市の石原産業の処分場 朝
90/08/30 水俣病写真展の後援断る 被害者の会の抗議に宮崎県教委陳謝 朝
90/09/05 琵琶湖の水質浄化めざしヨシ群落保護へ条例 滋賀県が検討 朝
90/10/01 県と 2業者を提訴し、遺族、約1億円賠償求め 竹田の土石流 朝
90/10/04 十数人からも現金収賄の山口県 ・徳山教育事務所長 朝
90/10/09 県の建設事務所課長補佐、収賄容疑で逮捕松本 朝
90/10/13 県が賠償命令の取り消し採決福岡 ・苅田町住民税不正流用 朝
90/10/20 情報公開制度、とし都では“門前払い”体罰報告書を請求 朝
90/10/20 死者でるまで県に報告なし 浦和のしらさぎ幼稚園 朝
90/10/23 埼玉県がタンク再調査 しらさぎ幼稚園の集団下痢 朝
90/10/29 琵琶湖、異常繁殖の藻に悲鳴 汚れたイメージ恐れる県や漁民 朝
90/10/30 ゴルフ場への農薬規制強化 県が1月から要綱改正 朝
90/1/05 しらさぎ幼稚園、再開へ 埼玉の幼児集団下痢事件 朝
90/11/08 鹿児島県の責任認めず 国鉄は再審理 日豊線事故最高裁判所 朝
90/1/20 草新知事を選んだ沖縄 朝
(2) 1991年に起こった地方自治体の「危機管理」の事例（1991年1月～12月）
朝日新聞 1991年
日 付 タ イ ト jレ 干IJ
91/01/1 汚職あればゴルフ場 「凍結J 千葉県指導要綱近く改正 朝
91/01/22 知事交際費 法人相手は公開を 住民請求、 一部認める 朝
91/01/22 警察の鉄塔破壊は行き過ぎ 国県に賠償命令 朝
91/01/22 「知る権利」によらず 開示に相手など条件 朝
91/01/23 交際費は 「聖域」でない社説 朝
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91/01/25 臨海の公募企業選定資料の大半都が非開示 朝
91/01/29 長崎市長銃撃は公務災害と認定 朝
91/01/30 原告の住民が上告栃木県知事交際費訴訟 朝
91/02/14 臨海副都心開発関係者出向工事を受注 朝
91/02/14 臨海副都心開発銀行経由社員の派遣 タ
91/02/15 臨海副都心開発 二団体にも派遣社員 朝
91/02/19 警官の暴行に35万円賠償命令 岐阜地裁、滋賀県に 朝
91/02/24 臨海副都心第三セクタ一 事業費アップ、都ピンチ 朝
91/03/19 岡山県知事告発を可決 岡山市議会 朝
91/03/29 臨海副都心で都に監査請求 市民グループ 朝
91/03/29 地下施設の危険指摘 朝
91/04/05 県議志望に県費数百万円 千葉県 朝
91/04/07 2100人取り調べ 200人逮捕予定 選挙違反 朝
91/04/14 地方政治を住民のもとに （社説） 朝
91/04/16 工事をヤミ発注 完成後つじつまあわせ入札 朝
91/04/19 茨城県知事名も 陣中見舞い 朝
91/04/20 千葉県のヤミ発注前事務所長らを処分 タ
91/05/12 資源ゴミ回収に腰上げる自治体 朝
91/05/28 談合の追放のきっかけにしたい 社説 朝
91/05/30 返上死亡県議への弔慰金 朝
91/05/31 伊仙町の混乱をどう収めるか社説 朝
91/05/31 建設大手など談合容疑埼玉で公取委 朝
91/05/31 公開請求を棄却 マンション建設情報 タ
91/06/01 瀬戸内の織田カ浜訴訟住民の訴え門前払い 朝
91/06/08 臨界副都心建設会社官と民に「垣根」 朝
91/06/08 雲仙大砕流 16分前非難要請、届かず タ
91/06/09 雲仙 3日の惨事教訓に 朝
91/06/10 千葉県議宅を全焼過激派放火か タ
91/06/19 電池620万個、廃棄はつ 朝
91/06/22 県議ら元経営陣逮捕 旧安房信組 朝
91/07/06 臨海計画騒音・防災で論議 朝
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91/07/09 東京湾環境アクセス 策定作業遅れ追求 朝
91/07/09 「臨海Jで歯止め議論 朝
91/07 /12 「臨海開発」再始動へ今後の課題と問題点 朝
91/07/13 「臨海」凍結解除こう見る 朝
91/07/14 リゾート構想つまずき続出 1県が見直しへ 朝
91/07/17 「ダム・河川管理に手落ち」住民、健人関西電力を訴える 朝
91/07/23 汚染井戸対策都に申し入れ市民グループ 朝
91/07/29 空港対策課長狙うゲリラ？ 千葉 朝
91/08/01 江東区沖のごみ処分場新設都推進議会が展望 朝
91/08/01 「臨海」解除で再び監査請求市民団体メンバー 朝
91/08/01 新処分場答申先送り 江東区沖案で紛糾4時間 朝
91/08/02 再熱ごみ戦争おしつけはゴメン 地元は猛反対 朝
91/08/02 県議、脱税容疑で逮捕 朝
91/08/06 地震後の建物 「診察jします 建物判定士「養成」へ 朝
91/08/10 「さらに話し合いをj ごみ処分場問題で知事 朝
91/08/14 談合疑惑、 8業者処分千葉県「不正行為は明白」 タ
91/08/22 3社部長ら逮捕状千葉海浜工事の談合容疑 タ
91/08/28 民間マンション試算家賃が急騰 東京臨海開発に大波 朝
91/08/29 墓地反対運動に業者対抗都職員汚職事件 朝
91/08/29 墓地造成で収賄容疑都職員2人を逮捕 朝
91/08/29 厳戒雲仙知事らが宴会 朝
91/09/02 臨海開発住民の側から意義 朝
91/09/21 災害救助法 5市に適用埼玉県 朝
91/09/27 「東京大地震J予想死者9000人 朝
91/09/27 臨海開発 もろい生命線 関東大震災級の地震が起こったら 朝
91/09/27 東京臨海部の環境影響調査都発表、原本とズレ タ
91/10/02 臨海環境のアクセス 社党、やり直し要求 朝
91/10/09 危険な羽田 関東大震災クラスで発生で3/4液状化 朝
91/10/26 遠足の小学生転落死埼玉県などに賠償命令 朝
91/11/06 「談合」情報で入札一部延期 埼玉の劇場工事 タ
91/1/09 埼玉の公園、幼児でき死 県に1800万円賠償命令 朝
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91/1/13 「無策の都J批判続々 計画に区納得せず 朝
91/11/15 ごみ問題事態急迫処分場巡り論議活発化 朝
91/1/15 空港シンポ控えまたゲリラ 千葉県職員宅が全焼 タ
91/1/19 「環境にやさしい自治体」提案 朝
91/1/19 「特定区のごみの拒否もj江東区の清掃工場計画問題 朝
91/1/20 ラッシュ直撃夕暮震度4 朝
91/11/20 職員ゴルフ場廃止 「県民感情に考慮」 朝
91/11/21 都心の地下処理場に賛否 朝
91/1/26 「ミス」を報告書で修正 都の広域環境予測調査 朝
91/1/26 臨海副都心「公園確保をj市民グループが提言 朝
91/1/28 臨海副都心最終報告書住民団体は批判 朝
91/11/30 「ごみ処分」物別れ都と江東区初の協議会 朝
91/12/04 ごみ減量計画実効ある具体策は 朝
91/12/04 まだまだ問題山積都、地元とどう調整 朝
91/12/04 ごみ処分場都の原案通りに答申 朝
91/12/14 知事らがゴルフ場名誉会員 埼玉は1件「返上する」 朝
91/12/18 都住宅工事談合の疑い 朝
91/12/18 神奈川県知事「返上したいJ 10ゴルフ場名誉会員 朝
91/12/21 自治体汚職発覚は93件 昨年度自治省調整 タ
91/12/25 談合のニ被告に有罪千葉県企業庁発注土木工事 タ
91/12/30 コやルフ場造成 放置許さぬ 業者から 「防災保証金j 朝
(3) 1992年に起こった地方自治体の「危機管理」の事例 (1992年1月～12月）
朝日新聞 1992年
日 イサ タ イ ト jレ 刊
92/01/1 千葉県水道局の電算化基本設計東京ガス子会社が落札 朝
92/01/14 阿部元長官を逮捕 「共和」から受託収賄容疑 朝
92/01/14 「共和」汚職事件背景にリゾート開発熱 朝
92/01/29 佐川グループ ’86新潟知事選でも資金 朝
92/01/31 埼玉の談合疑惑 受注調整に希望工区表 朝
92/01/31 公取委の立ち入り検査前 「希望工区表を廃止j タ
地方自治体における「危機管理」の事例，評価方法，および取り組み方向 -87-
92/02/14 埼玉県の循環器病センタ一入札 「談合なしJ県が再開 朝
92/02/21 千葉県汚職 収賄の疑いで前所長再逮捕 朝
92/02/24 マンション建築甲府地裁判決 「違法」と県側敗訴 タ
92/03/05 直下型地震に期待千葉市沖で海底調査 朝
92/03/08 千葉県一般競争入札を導入談合排除を狙う 朝
92/03/1 千葉県知事公募型氏名を検討 朝
92/04/06 町つなき水道管ネッ ト 国が補助事業 朝
92/04/15 埼玉県発注の土木工事談合 66社に排除勧告へ 朝
92/04/20 河口湖の増水被害住民の請求を棄却 朝
92/04/24 81ヵ所が注意必要都の水防計画 朝
92/05/09 埼玉県発注工事 66社の談合、告発断念 朝
92/05/09 埼玉県の談合告発断念独禁法強化に陰り 朝
92/05/12 海底地形の鮮明な立体像 海保がキャッチ 朝
92/05/13 核燃陸揚げする大井ふ頭の一部 非難場所の指定外す 朝
92/05/16 埼玉建設談合告発断念を発表 朝
92/05/16 建設談合告発断念で公取委員長 「個人の違法つかめず」 朝
92/05/18 茨城県建設業協会の特別会費制 大手67社が 「見直しを」 タ
92/05/21 情報通り業者落札 神奈川の道路舗装2工区 朝
92/05/27 大震災、医療の備え不十分 朝
92/05/28 建設省も66社処分埼玉談合「最短」の指名停止 朝
92/06/12 噴火災害予測図作りへ 自治体向け指針 国土庁 朝
92/06/18 雲仙砂防事業、国直轄へ 朝
92/06/26 埼玉談合事件住民、県に監査請求 朝
92/07/31 大停電想定したら首都圏に大弱点 朝
92/08/15 「県の損害分を支払えJ 埼玉談合で住民が提訴 朝
92/08/22 南関東で直下型地震起きたら・ ・ 7都県282市町村で震度6 朝
92/08/27 航空測量受注で談合の疑い 朝
92/08/28 予測地図作り液状化対策を 朝
92/09/01 南関東地震地域指定 なぜ ・・・戸惑う茨城 ・山梨 朝
92/09/01 地震予知 深井戸作戦は有効か タ
92/09/10 地震発生 ・・・ 火災の延焼予測するシミュレーションシステム始動 朝
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92/09/12 原発大事故を想定 防災センタ一計画
92/10/13 印刷業界で談合疑惑 大日本印刷など特殊シール入札
92/10/13 シール談合疑惑 「目隠し」の裏でもたれ合い
92/10/14 シール談合予定価格も業者主導
92/10/20 印刷5社談合さらに24億円分
92/10/23 役所は談合防止に工夫を （社説）
92/10/23 役所は談合防止に工夫を（社説）
92/10/29 目隠しシール談合の5社独禁法違反でも追及
92/1/03 シール談合規定上限の処分
92/1/03 大地震憂いあっても ・・・ 「不安」 8割「備え不十分Jも8割
92/1/13 イタイイタイ病棄却の4人を救済
92/1/14 東海地震に「注意報jを
92/1/17 東海地震の観測に超高精度システム
92/11/18 不正出張、共産議員も 尼崎市議会関与、全会派31人に
92/11/25 液状化 ・高潮への具体策欠く
92/1/25 M6級地震の南関東直下 「今後10年に5、6回」
92/1/27 交通安全工事で談合埼玉で37社公取委が排除勧告
92/1/28 鉄橋2ヵ所落下の恐れ
92/12/06 水道メーターで談合疑惑 一部上場合む30社余
92/12/09 シール談合独禁法でも調査の方向
92/12/12 水道メーター談合 28社に排除勧告
92/12/14 「発注」改善求められたが都、供給確保に不安
92/12/15 都発注の舗装工事情報通り業者落札
(4) 1993年に起こった地方自治体の「危機管理」の事例（1993年1月～12月）
朝日新聞 1993年
日 付 タ イ 卜 jレ
93/01/15 元警備課長論旨免職に 右翼癒着で大阪反府警
93/01/16 釧路・八戸で震度6 M7.5 東日本で広域地震
93/01/18 「女性記者にセクハラ」報道神奈川県警本部長が釈明会見
93/01/19 「虚偽知り依頼J 県連側が証言 佐川・新潟ル トー公判
朝
朝
タ
朝
朝
朝
事月
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
タ
朝
干lj
朝
朝
タ
朝
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93/01/26 談合情報で入札を延期都下水道局 朝
93/02/02 現場は 「東京ガス田J 「予期せぬ事故」 都下水道局 タ
93/02/08 愛知県議ら「回し献金jで追徴金 「回し」総額は9330万円に 朝
93/02/10 イ病認定棄却の3人 富山県を相手に提訴 タ
93/02/23 都の職員を停職3カ月 わいせつ行為の疑い 朝
93/03/04 「回し献金」で組合議長辞意 自民 ・愛知県議 タ
93/03/17 元道庁幹部ら猶予付き判決長期計画策定めぐり わいろ 朝
93/03/24 談合情報通り落札 山梨の下水道工事入札 タ
93/03/25 水俣病、国 ・県に責任熊本地裁、再び認定 タ
93/03/26 神奈川県警本部長が辞職へ 「記者セクハラ報道J引責説も 朝
93/03/26 強制わいせつ元警官に実刑大阪地裁 朝
93/03/31 警官がわいせつ容疑大阪府警今度は高校生に懲戒免職に タ
93/04/24 情報通り業者落札都財団委託契約で談合情報 朝
93/04/24 プール事故で障害県 ・市に賠償命令 朝
93/04/28 イタイイタイ病 認定条件を一部緩和 タ
93/05/10 クルーザー船籍取得で便宜贈収賄の疑い都主事ら逮捕 タ
93/05/15 脱税容疑県議ら逮捕新潟数億円、 一部は選挙に？ 朝
93/05/17 談合疑惑 2年で116件全国35都道府県に 朝
93/05/21 「議長選推薦をJと現金を 贈賄容疑埼玉県議を逮捕 朝
93/05/27 埼玉県前・元議長を逮捕 議長選巡り贈収賄容疑 朝
93/06/1 埼玉議会汚職県議を提訴容疑否認のまま 朝
93/06/1 川崎署警官暴行事件署長が引責辞職元署員ら 3人起訴 朝
93/06/16 懲りぬ？ 山梨また談合疑惑県が入札延期 朝
93/06/22 東海地震予知でも 死者376人と想定静岡県 朝
93/06/26 全庁でカラ出張長年、酒食などに流用 高知県 タ
93/06/27 「工事の設計価格 いつも業界に教えたJ 山梨県側から証言 朝
93/07/23 茨城県知事聴取へ 「献金」、収賄の疑い タ
93/07/24 竹内 ・茨城県知事を逮捕 ハザマから収賄容疑 朝
93/07/25 建設省と異例の密着 竹内 ・茨城県知事知事容疑認める 朝
93/07/29 神奈川2区買収の疑い 自民県議を逮捕 朝
93/07/31 竹内知事、辞意伝える 朝
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93/08/06 竹内知事が辞表 タ
93/08/11 竹内知事の辞職が決定 茨城県議会が同意 タ
93/08/13 竹内前茨城県知事を起訴 5500万円の収賄罪で 朝
93/08/13 直下型地震対象に被害想定の研究も 都が第5次震災予防計画 朝
93/08/13 日本新の落選候補逮捕新潟元自民県議、買収容疑で タ
93/08/20 山梨また談合情報県発注5案件入札延期業者を聴取 車耳
93/08/29 台風1号都の被害把握に遅れ情報システム 連絡体制に教訓 車用
93/09/01 教訓新たに「防災の日」 津波を想定住民避難も タ
93/09/21 竹内前知事を再逮捕清水建設など捜索 タ
93/09/21 前県議の会計責任者ら逮捕献金水増し 脱税容疑 タ
93/09/28 本間・宮城県知事を逮捕大成から2000万円収賄容疑 朝
93/09/28 宮城知事逮捕 「政治改革jに影響も 朝
93/09/28 疑惑否定、翌晩に逮捕本間知事 朝
93/09/30 本間知事辞意か きょう決断 朝
93/09/30 本間知事辞意を表明 タ
93/10/04 ゼネコン汚職生む 地方議会の総与党化監視機能は低下 朝
93/10/05 政治団体代表らの脱税 前県議から聴取 タ
93/10/05 竹内前知事、大成を訪問里見副会長と会談県庁舎巡り協議つ タ
93/10/13 献金記載偽り脱税容疑 前県議を逮捕 タ
93/10/19 宮城前知事を起訴 朝
93/10/25 パーティー収支不明 都議、マージン取り売る タ
93/11/03 カラ出張で裏選対資金宮城知事選本間陣営が1000万円ねん出 車足
93/1/09 恐喝元警官、女性暴行も 秋田で証言「警察が示談勧めた」 朝
93/11/10 福島中央テレピが寄付知事側へ100万円知事選直前 朝
93/11/10 「大昭和」ヤミ献金 5000万円で割引債 本間前知事から押収 朝
93/11/1 宮崎県部長を収賄容疑逮捕 朝
93/1/15 金丸氏、 一段上の天の声竹内前知事が本命変更 タ
93/1/23 大昭和側からの 1億円わいろ 前宮城知事容疑認める 朝
93/11/26 水俣病、国・県に過失 タ
93/1/26 20数人が回し献金埼玉県議大半が修正申告 タ
93/1/27 県境越え回し献金埼玉県議隣の栃木県議と 車用
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93/11/28 カラ出張で自民へ資金宮城県、県連パーティー券を購入 朝
93/12/01 前神奈川県議懲役2年求刑不正還付事件 タ
93/12/02 「そんなにもらっていいのか」 贈賄話に本間前知事 朝
93/12/11 竹内前知事 5500万円授受認める方針ハザマルート タ
93/12/12 地下駐車場にトラ ックの列 都庁専用スペースなく通路に駐車 朝
93/12/17 茨城ルート午後初公判前知事認否留保へ タ
93/12/18 ゼネコン汚職茨城ルート初公判 「天の声」月に6、7回 朝
93/12/18 豪放「ワンマン」 小声で陳述竹内前知事初公判 朝
93/12/22 「水俣病救済」 年明け再協議首相と熊本知事 朝
(5) 1994年に起こった地方自治体の「危機管理」の事例（1994年1月～12月）
朝日新聞 1994年
日 付 タ イ ト Jレ 干IJ
94/01/05 都の「土地信託商法」窮地 第一号ピル不況で賃料下げ タ
94/01/06 宮城県、裏金づくり認める 副知事が会見昨年2月の知事選 朝
94/01/13 裏金問題で宮城県副知事ら 5人処分 朝
94/01/15 半透明袋、来週から本格実施 23区のごみ出し 朝
94/01/26 知事側近名乗り3000万詐取容疑元市議ら 3人を逮捕 甲府地検 朝
94/01/28 県境争いは休止 ゴミ処分場造ろう 東京都が打開策 区域規制緩和求める 朝
94/01/31 本間前知事無罪を主張 ゼネコン汚職宮城県ルート初公判 朝
94/02/01 ゼネコン汚職茨城知事ルート 清水建設側が、無罪を主張 タ
94/02/08 大阪府水道部接待費訴訟公開命じる判決支持最高裁、府側の上告棄却 タ
94/02/13 フグちり ・ひれ酒接待も 会議費を前面公開 月に300万円超す 朝
94/02/19 架空接待へ公金違法大阪府水道部118万円返還を命令大阪地裁判決 朝
94/02/26 清山前副社長が無罪主張茨城前知事も授受否定鹿島ルート初公判 朝
94/02/26 秋田県誘致企業から担保進出延期の条件に55億円 朝
94/03/05 臨海副都心 オフィス賃料、大幅下げ 朝
94/03/07 ホームレスや麻薬犯罪 ・・・大都市のひずみ東京都が調査へ タ
94/03/14 臨海副都心への足都の新交通発車厳しそう タ
94/03/25 臨海副都心開発権利金下げ契約 損害賠償求め住民訴訟 朝
94/03/26 年度内契約を断念臨海副都心残る 2企業都に影響深刻 朝
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94/03/29 セクハラ起訴猶予2年後に県議長熊本 朝
94/03/29 旅館宿泊客の遺族都に損害賠償請求 奥多摩のがけ崩れ 車用
94/04/01 臨海副都心、住商グループとの契約 都が5ヶ月契約猶予 朝
94/04/02 「練習中の事故、償え」元五輪代表の板倉選手石川県に 朝
94/04/05 臨海副都心ショッピング街 プレハブで開業？ タ
94/04/09 天野山梨県知事地元業者から8000万円 92年政治団体、額決める タ
94/04/09 「団体任せで知らず」 建設業界献金で天野山梨県知事 タ
94/04/13 「春のあらし」死者不明3人 12人がけが 朝
94/04/15 県側、事前に価格漏らす 山梨県発注の工事業界団体に十数年来 車用
94/04/15 山手通りの地下高速化反対住民側の主張退ける 地裁判決 朝
94/04/15 談合情報の対応伝授千葉県、マニュア作成 朝
94/04/15 行方不明の作業員 1人水死体で発見 富山の神通川 タ
94/04/16 海面覆う赤潮50キロ 伊豆 朝
94/04/21 公共工事指名停止期聞を延長道庁や公団談合・贈賄に罰則強化 朝
94/04/21 業者の寄付金2500万円返還へ 山梨県知事の政治団体 朝
94/04/21 都立大跡地の利用計画案 「一方的Jと住民批判 目黒で説明会 朝
94/04/2 差し止め求め住民らが提訴 六価クロム施設工事 朝
94/04/26 検事暴行 300万円で和解成立元宮城県幹部 タ
94/05/02 ライチョウ ・タテヤマハギ・・・動植物の宝庫 立山カルデラ観光論争 タ
94/05/07 都庁で爆弾テロ起きたらどうする 最悪事態に備えマニュアル作り タ
94/05/12 ホームレスは帰れず新宿駅の地下道仕切り工事終わったが ・ ・ 朝
94/05/13 愛知と三重の県境争い決着 朝
94/05/13 大阪府が控訴西成監視カメラ訴訟 タ
94/05/19 公共料金の値上げ凍結 朝
94/05/25 「県側に過失」 二審も認める 栃木 ・野球事故訴訟 朝
94/05/28 県課長宅で車炎上 山梨演習場絡みゲリラか タ
94/05/30 奥田愛知県副知事を逮捕大成から収賄容疑県工事をめぐり2000万円 朝
94/05/30 発がん物質の地下水 汚染源、半数で調べず 朝
94/05/30 大事業の大半、仕切る 逮捕の愛知県副知事入札改革さ中 朝
94/05/30 愛知県副知事わいろ、住宅資金に？ タ
94/05/31 入札改善9項目を発表宮城県業者処分強化など 朝
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94/05/31 千葉県元主査を逮捕入札で収賄容疑 朝
94/06/02 愛知県副知事 口座に別に1000万円入金宅地購入と同時期 朝
94/06/03 愛知県副知事わいろ性否認 「進退は弁護士一任J 朝
94/06/03 使用中止のはずの農薬CNP 神奈川の浄水場で検出 朝
94/06/04 中核派が「犯行ピラJ 山梨県課長宅の放火 朝
94/06/07 知事から土産代10万円社党2県議明かす 朝
94/06/09 結婚祝賀、都の支出「政教分離に違反」 住民が監査請求 朝
94/06/10 発砲、 3日間で1件暴力団 ホテルなど狙う 北九州 朝
94/06/13 ドアに挟まれ、引きずられお年寄り転落死都営浅草線 朝
94/06/14 元宮城県議長l年6月求刑 ゼネコン汚職公判 朝
94/06/16 奥尻などの地震被害千二百二十億円 道が最終報告 タ
94/06/17 汚職前知事の退職金払わず宮城県が方針 朝
94/06/13 奥田副知事ら 3人を起訴愛知ゼネコン汚職奥田副知事解職処分 朝
94/06/21 海外視察旅行県議にせんべつ8県で 2万一 5万円 朝
94/06/24 昭和天皇題材の版画 売却問題で賠償求める 住民提訴 朝
94/06/28 1億9千万円深刻漏れ本間前知事所得隠し7000万含む 国税局指摘 朝
94/06/28 ナゾの有毒ガス 7人死亡松本市の住宅街農薬中毒に似る タ
94/06/30 ダム調査資料公開を命じる 住民側が逆転勝訴 朝
94/07/05 市民団体が公開質問状知事の強制連行発言 朝
94/07/05 本番だったらどうするの！掛川・袋井 東海地震の「警戒宣言発令」 朝
94/07/06 茨城県の竹内前知事約4億円所得隠し 国税局指摘割引債など不正蓄財 朝
94/07/1 水俣病関西訴訟判決国・県の責任認めず大阪地裁 タ
94/07/13 「梅雨明けJその日、豪雨東京など局地的に鉄道不通や浸水も 朝
94/07/23 ごみ埋め立て地護岸にひび割れ市民団体調査都知事に公開質問状 タ
94/07/29 都、大口の自主節水15%に それで企業は四苦八苦 タ
94/08/06 「損失補てん」求める都民の監査請求棄却都監査委員 朝
97/08/12 西日本で山火事相次ぐ ヘリで観光客23人救出 住民らの非難も各地で 朝
94/03/20 「警官の暴行で急死」 7千万円の賠償求め提訴 朝
94/08/24 「ゼネコン所得」で住民税追徴 朝
94/08/27 茨城県職員不審な死亡障害致死事件で捜査石岡署 タ
94/08/27 都公社分譲「都心派マンションj 不振、再売り出しへ民間よりも割高感 タ
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94/08/28 県職員の変死ひき逃げか茨城 朝
94/09/02 干上がる暮らし・工場 断水続く西日本朝食に水無い／操業ス トップ 朝
94/09/05 議長選汚職の埼玉県議有罪 浦和地裁判決 タ
94/09/06 共産党部長宅盗聴事件 警察庁の関与認める 国・県に賠償命令 タ
94/09/07 盗聴訴訟個人責任も免れず違法行為に厳しい態度 朝
94/09/07 公民館・民家から盗聴器 NTT200世帯を調査県警、告発を受け捜査 朝
94/09/07 大阪空港浸水マヒ 局地的に集中豪雨停電し大半が欠航 タ
94/09/09 ひょう・突風 ・中学襲う 窓ガラス割れ72人がけが埼玉県美里町 朝
94/09/09 チッソ支援策「最悪の事態は避けたJ 地元の熊本抜本解決を望む声 タ
94/09/10 発砲、区役所出張所も 北九州市窓など5つの弾痕 タ
94/09/11 臨海副都心の大型商業施設企業が「計画変更J世界都市博「間に合わぬj 朝
94/09/12 「夢の島汚水漏れを放置」都知事を告発へ市民団体 朝
94/09/13 設計5ミリ実は3ミリ 美里中の窓ガラス「手抜き」の疑いも タ
94/09/13 抗争事件、発砲相次ぐ新宿での組員刺殺きっかけ タ
94/09/14 新宿のパブ3ヵ所に弾痕 一連の抗争事件か 朝
94/09/16 業者の赤字県が穴埋め 愛知・福祉痔汚職舞台の工事 朝
94/09/19 梗塞増殖炉青森県誘致へ動く 実証炉、六ケ所村が候補 朝
94/09/22 都、千葉県魚連と直接交渉へ ゴミ処分場期限迫り同意求める タ
94/09/24 宮城で7500戸が浸水集中豪雨稲の収穫にも影響 タ
94/09/29 福岡市でも 2件の発砲北九州と同じ組か タ
94/09/30 チッソへの金融支援基金設立に30億円 朝
94/10/05 釧路で震度6 M7.9, 80人余がけが北海道・東北で津波 朝
94/10/08 津波警報2時間遅れ非難勧告は5時間後北海道東方沖地震 タ
94/10/20 都公害審が調停打ち切り 日の出町の処分場問題 朝
94/10/20 小田急線の一部高架化運輸大臣に反対に陳情住民ら 朝
94/10/25 金子前新潟知事に有罪佐川急便ヤミ南献金新潟地裁判決 タ
94/10/25 「知事のカネ」断罪 2億円なお未解明 タ
94/10/28 テロ対策役員の住所公表しません都銀先頭に動き広がる 朝
94/10/29 30分間、 10発越す銃弾商店街の銃撃戦 朝
94/11/01 大阪知事側、献金に疑惑約1億円む、不正に記載 タ
94/11/02 大阪府知事後援会事務局長を逮捕元知事室長 朝
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94/11/03 未熟児網膜症訴訟1000万円で県と和解岩手 朝
94/11/03 中川大阪府知事の後援会 ゼネコンに献金要請 朝
94/11/04 大阪府知事の後援会への献金「受け皿J 副知事、ダミー団体作りに関与 朝
94/11/05 県議数人へ商品券愛知元副知事「知事4選」絡み 朝
94/11/05 副知事（土木担当）が面会仲介大阪知事後援会ゼネコン要請10社以上に電話 朝
94/11/05 元大阪副知事を聴取献金疑惑参考人で タ
94/11/08 大阪府知事の選挙資金取りまとめ 副知事が関電に要請 朝
94/11/12 知事後援会のヤミ献金問題大阪府議会の正副議長警察幹部に異例の聴取 タ
94/11/16 大阪府知事の選挙事務所に ゼネコンが社員「派遣J 前回選挙 朝
94/11/18 愛知の元副知事、有罪県工事汚職地裁で判決「2000万円はわいろ」 タ
94/11/18 「県は正直に説明を」 有罪判決の愛知元副知事判決を前に会見 タ
94/11/19 愛知元副知事贈収賄事件調書流出、県が信用性否定検事正が遺憾表明 朝
94/11/20 浦西副知事選挙資金融資に関与大阪知事選大和銀行の幹部紹介 朝
94/11/24 知事出張に県費で銭別 愛知「交際費から」 朝
94/11/24 全国45知事の政治団体資金総額は21億円 昨年分本社調べ 朝
94/12/09 経営難の2信組救済 日銀も出資、新銀行 タ
94/12/19 日銀出資の2新組救済 国民に重い負担預金保険制度、限界示す タ
94/12/10 2信組救済へ銀行設立 日銀出資、事実上の制度化金融自由化に逆行 朝
94/12/10 「破綻予備軍J他にも 朝
94/12/11 山手・中央線など停止多摩では1万戸停電首都圏の夜、混乱 朝
94/12/11 首都圏停電ダブルパンチ J R振り替え輸送に人波 朝
94/12/14 交通事故の影響で水道水の取水中止神奈川・ 15万世帯断水 タ
94/12/14 少女誘い、ホテルでビデオ撮影 県立高校教諭ら逮捕神奈川で条例違反容疑 タ
94/12/17 大阪知事の給与9割りカット ヤミ献金事件で府議会可決 タ
94/12/21 青森県に8140万円支払い命令青森地裁 虫垂炎の手術ミス訴訟 朝
94/12/21 埼玉県議会議長選汚職の2人に有罪 浦和地裁判決 朝
94/12/29 八戸で震度6 死者2人、負傷243人 M7.5 朝
94/12/29 北海道周辺2年で4回大地震 朝
94/12/29 故郷への足直撃東北新幹線ダイヤ混乱東北線の鉄橋陥没青森 朝
94/12/29 年の瀬烈震夜襲柱折れ「ぐしゃりj倒壊八戸 朝
94/12/30 余震、八戸で震度4 二陸はるか沖地震 朝
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94/12/30 I八戸「水がない」給水車に列 ガスも、電気も、食事も ・
94/12/31 I正月前に暮らし直撃三陸はるか沖地震 断水なお1万5000世帯
(6) 1995年に起こった地方自治体の「危機管理」の事例 （1995年1月～9月）
朝日新聞 1995年
日 イ寸 タ イ ト jレ
95/01/04 「我こそは日本一」滑り台、望遠鏡 ・・・ 競う自治体
95/01/07 都監査委が「無駄遣いj税金監視団体代表470万円返還求める
95/01/18 首都圏各都県・直下型対策急ぐ
95/01/18 予測超えた条件重なる？／兵庫県南部地震－専門家座談会
95/01/20 地域防災計画見直しを要請・消防庁、自治体に
95/01/20 都が計600万円見舞金贈る
95/01/20 救援態勢なお整わず「要請ないjと出遅れ／園、自治体
95/01/21 「経験が違う」対策に自信／知事
95/01/21 地方分権「受け皿作りj進む自治体
95/01/22 テレビが一番の頼り 自治体との連絡乱れる
95/01/23 大震害即応へ改革急務組織見直し迫る声 中央、地方の関係も課題
95/01/25 1府県の共済組合22の宿泊施設提供・都も住宅1000戸提供
95/01/25 地方税減免を自治体に要請・自治省きょう通知
95/01/25 自衛隊の災害救助 自治体との連携強化共同で防災訓練
95/01/26 近隣知事に協力求める 自治省が緊急会議
95/01/27 自衛隊の災害派遣知事の要請が前提 防衛庁官語る
95/02/27 都施設など再点検指示／知事 3月調査団／都防災会議地震部会
95/01/27 自衛隊、自治体 連携強化の必要性強調／首相答弁
95/01/28 予想超えた 「現実J備え見直す首都圏・阪神へ震災調査続々 ・甘すぎた被害想定
95/01/29 阪神大震災復興「促進区域」制度 ・住民め合意形成を優先
95/01/30 1万戸追加を兵庫県要請へ
95/01/31 震災援助協定自治体見直し急ぐ ・「広域協力が必要」
95/02/03 都市計画大目標と哲学、確立早く
95/02/03 「教訓を都の対策にもj知事、被災地視察し会見
95/02/04 続発する信組の経営破たん検査能力向上が不可欠 自治体担当者経験不足目立つ
朝
朝
刊
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
タ
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
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95/02/09 見直し事項を自治体に通知 防災計画で自治省 朝
95/02/13 大阪知事後援会ヤミ献金事件 ・事務局長に有罪判決 タ
95/02/24 自治体融資3500億円追加・阪神大震災 タ
95/02/28 中川知事後援会・事務局長の有罪が確定 朝
95/03/08 都の新ごみ処分場 ・千葉県漁連と基本協定 タ
95/03/13 目付け役はたせぬ監査委員・公費宴会容認に怒り・自治体への住民請求却下 朝
95/03/13 問われる「地方の自治」 分権求める流れ拡大 朝
95/03/15 東京湾の深海面処分場問題・都と県漁連の協定に抗議・千葉県内湾巻網組合 朝
95/03/16 協定違反なら入港拒否も ・画廃棄物船で青森県が示唆 朝
95/03/17 増す官僚出身知事・都道府県は国の出先か 朝
95/03/23 17県議会の戦没者追悼決議に疑問 朝
95/03/23 都公社の前係長ら逮捕・住宅工事で贈収賄容疑 朝
95/03/29 栃木県幹部や市長村長 ・石原前副長官にせんべつ 朝
95/04/05 山梨県知事にも Sp 朝
95/04/12 青島さんを知事会長に賛成？反対？ ・知事仲間の意見分かれる 朝
95/04/14 約半数「青島氏の判断尊重」都市博中止、参加団体に聞く 朝
95/04/14 大阪3副知事、辞表提出へ 朝
95/04/14 大阪府知事の交際費部分公開の答申提出 タ
95/04/18 東京湾に汚水・都基準違反・工場長ら書類送検 タ
95/04/20 水質データ一公開を・青島知事へはがき作戦 ・住民団体 朝
95/04/25 青島都知事初登庁に飛び入り取材・職員が無線片手に誘導さながら「パック旅行J 朝
95/05/03 見直しの着手都知事が了承 ・臨海副都心開発 朝
95/05/13 青島知事に「都政テス ト」 朝
95/05/17 都庁、秘書が大けが ・議会中で本人は無事 朝
95/05/17 パーン白い煙都庁騒然「開けようとして爆発」 朝
95/05/17 卑劣な行為全く許せぬ ・青島都知事 朝
95/05/17 都市博決議案を可決 ・都議会特別委 朝
95/05/20 自治体の行政指導 ・企業の不満高まる・経団連まとめ 朝
95/05/23 都庁舎前での座り込み中止 ・都市博中止支持団体 朝
95/05/31 “反青島”都議会に温度差 ・自民、全面対決の姿勢／社、公は 「是々非々でJ タ
95/06/02 都市博グッズ中止で1万個の半製品が残った 朝
-98- 研究年報第 X！巻
95/06/03 官僚と「懇談J年9600万円ナリ・岩手県、東京事務所の「食料費」 朝
95/06/04 段差無し、車いす楽々・震災復興兵庫県構想、の7万7000戸 朝
95/06/06 国や主催団体へ「おわび行脚」知事 事足
95/06/06 官僚の接待に広島県8900万円・東京事務所分 車耳
95/06/08 「地震だ」知事の訓練はヘリ登庁 タ
95/06/09 都市博相談初日は36件・目立つ前売り関連 車用
95/06/28 都の食料費・青島知事が「前面非公開」 事H
95/06/28 山田知事の集いに右翼の幹部が出席 タ
95/06/29 都議会一般質問・都市博中止の海外説明費用は副知事ら含め「五千万円程度」 朝
95/06/29 「情報公開の“公約”も守って」知事交際費で市民団体 車用
95/06/30 石川県議会が50年決議 朝
95/06/30 野焼きで有害物質が発生・自治体は経済性を優先 タ
95/07/15 兵庫県の計画・震災復興事業概算で12兆円 タ
95/07/18 アルバムから・ 1971・1東京・新夢の島・ごみ戦争 朝
95/07/18 海外の賠償も委員会で検討・都市博中止で知事 朝
95/07/22 都市博中止で初の補償要求・ブリュッセル側 タ
95/07/24 東京湾のごみ処分場千葉県が同意の方針 タ
95/07/26 食料費40道府県で52億円・オンブズマン連絡会議調査 朝
95/07/26 東京都・耐震診断に助成・病院など重要施設で検討 朝
95/07/26 震災対策、都が見直し・「震度6超J想定／公共施設補強も タ
95/08/01 預金者に相談窓口・都、きょうから 朝
95/08/01 青島知事苦渋の選択・コスモ信組業務停止 朝
95/08/02 融資金融機関が582億円・コスモ信組支援巡り都が素案 朝
95/08/02 深海面処分場埋め立て免許・都、 4日めどに手続き 朝
95/08/03 コスモ信組処理・都知事、議会の決断カギ 朝
95/08/03 都心の「居住再計画Jを提言・住宅政策審／木造密集地域の耐震性も 朝
95/08/03 都市博の補償作業今月中にも開始へ 朝
95/08/04 情報公開手数料、無料化へ・高知県食料調査契機に 朝
95/08/05 都の財政支出「ペイオフ内J コスモ信組で都知事 朝
95/08/05 都、食料費部分公開へ・青島知事「月末めどに」 朝
95/08/06 愛知県食料費・課長のハンコで1000万円まで 朝
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95/08/08 都市博補償・事業完成分を対象に 朝
95/08/09 青島知事に聞く・皆さん要望、公開がよい／閲覧手数料とるのは当然 朝
95/08/09 木造住宅密集地域・モデル地域を設けて都などが緊急整備へ 朝
95/08/1 “乱脈”食料費宮城県が公表 朝
95/08/12 「官官接待」見直し消極姿勢目立つ 朝
95/08/15 都の食料費で住民監査請求・市民団体 朝
95/08/16 コスモ信組処理案損失負担、募る反発／都議会 朝
95/08/18 食料費公開・高知県は約4億円／93年度分「多額だが必要悪j タ
95/08/19 信組業界が新基金／東京共同銀に都が初の要請 朝
95/08/22 和歌山県・接待先公開したら相手キャンセル／省庁名を非公開 タ
95/08/23 「官官接待Jに国の補助金／島根・愛知県でも流用 タ
95/08/24 「震度7想定」は34自治体に倍増／都道府県 ・指定市の防災計画 朝
95/08/24 食料費見直し知事が表明／和歌山 タ
95/08/25 都市博「後始末」は400億円・試算、当初の約半分・ 9月都議会に提案へ 朝
95/08/26 コスモ信組処理「大口」金利減免要請へ・都が方針・大蔵、日銀に同調求める 朝
95/08/27 ボランティアとどう連携・自治体進まぬ防災計画見直し 朝
95/08/27 コスモ信組融資8社へ135億円・都、限度超えぬと判断 朝
95/08/29 「二信組Jで都の支出も・青島知事示唆 朝
95/08/29 コスモ信組処理策・処理負担の配分に課題・自治体「国に責任j 朝
95/08/29 コスモ信組処理・「旧二信組とどう違う？」・都の負担に議会反発 朝
95/08/30 東京都のコスモ信組処理・議会否決なら処理白紙 朝
95/08/30 コスモ信組問題都議会委・「800億から1000億円の規模に」 朝
95/08/30 官官接待・岐阜知事「やらぬ」・食事付き懇談は存続 朝
95/08/30 9月議会への提案・青島知事明言せず・コスモ処理財政支援 タ
95/09/02 「二信組には支出しない」 ・青島知事 朝
95/09/05 コスモ処理の予算案提出へ・東京都 朝
95/09/05 官官接待「効果あるJ.福岡県知事、「役割」を強調 タ
95/09/06 コスモ信組処理補正予算案審議・特別委を都議会が設置 朝
95/09/07 木造密集地の防災で協議会・都、 23区、 8市設置 朝
95/09/12 宮城県食料費・「夕食は家にいても食べるJ.夜食代支給を廃止 朝
95/09/13 「処置ルール未確立Jと緊急非難措置への理解を求める 朝
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95/09/13 住宅密集地の区画整理等予防面に重点・新たな震災対策／都が年度内に策定 朝
95/09/13 コスモ信組処理、予算案を提出／都 朝
95/09/16 反「コスモ処理）包囲網ぐるり・都議会／宮湯小、 早くも「継続J探る タ
95/09/20 都議会代表質問－「法的根拠ない財政支出」 朝
95/09/22 国と自治体責任の配分は・・・コスモ処理、論戦へ 朝
95/09/25 都「食料費J開示・口頭弁論始まる／東京地裁 タ
95/09/26 第二処分場建設・実質着工で抗議文・知事と処分組合管理者あて 朝
95/09/29 コスモ処理案可決・都議会委200億円の財政支出 朝
95/09/30 秋田県食料費「他県の職員と懇談J21件中18件該当なし 朝
3.わが国の地方自治体における「危機jの分類
(1）分類の目的
わが国の地方自治体における「危機」の分類の目的は，新聞事例に表れた「危機管理」の事例に
ついて，わが国の地方自治体やその住民が「危機管理」の方針，組織，対応部署，情報収集，処理
対策等を考えやすくするためである。また，これらの事例を実際に「危機Jとみなした場合に，従
来の計画で処理が可能であるか，既存の組織で対応できるか，あるいは他の方法によってよりよい
「危機管理対策もしくは対応」があり得るか，またあるべきかを分析し，判断するためである。
(2）分類の方法
1) ハリー ・タバック氏の「危機のリスク・アセスメント・マトリ ックス」
アメリカのリスク・マネジメント・コンサルタントであるハリー・タバック氏 （ニューヨークに
あるマーシユ・ アン ド・マクレナンネ土のーユニットであるM&Mプロテクション・コンサルタンツ
社の常務取締役）は，「危機」の分類にあたって，「危機のリスク・アセスメント・マトリ ックス」
を使っている （HarryTaback，“ Preventing Crisis From Getting Out of Hand ”， Risk 
Management, October 1991, pp.64-69 ）。 このマトリックスでは，縦にリスクにさ らされるもの
（ヒト，モノ，カネ，活動，情報）〔11種〕を取り，横に出来事〔12種）を取っている。このマトリ ッ
クスの分類の方法は，この研究の主題を整理し，分析を試みるのに理論，実際性で，使いやすさの
観点から最適のものであると考える。
筆者の「危機」の分類方法は，ハリー・タパック氏の「危機のリスク・アセスメント・マトリ ッ
クスjに準拠し，それを応用，発展させたものである。具体的には2において列挙した1990年～95
年にわが国の地方自治体を襲った「危機」の新聞事例を次の28のキーワードに従って分類すること
にする。この分類方法を仮に「武井式危機分類法jと呼ぶ。
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2) 
「武井式危機分類法」によれば，「地方自治体を襲った「危機管理Jの事例調査一
～1995年9月）Jをたとえば次の28種に分類することができる。 28種はあくまで仮設的であり，ニー
ズと実用性から自由に選択できることは言うまでもない。
(1990年1月
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「武井式危機分類法J
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4.地方自治体の「危機管理の武井式チェックリストJ
(1) 「危機管理の武井式チェックリスト」
筆者は地方自治体に対し，「リスク ・マネジメント」と「危機管理」の必要性，重要性，および
方法について，あらゆる機会をとらえて主張してきた。しかし，これらの論説は演鐸的なもので、あっ
た。国家と企業に対しては 『危機管理の概念 方法事例および在り方ーリスク・パスターズ・ク
ラブ資料6,8,9jにおいてかなり実証的な主張を行った。この論考は，阪神・淡路大震災直後，
政治家，新聞社の論説委員などの求めるところとなり， 2紙の社説にも言及された (1995年2月8
日付「北日本新聞社説Jおよび1995年2月12日付「長野日報社説」）。しかし，地方自治体に関する
本格的な実証的研究はこの研究が最初である。上述した「武井式危機分類法jを応用して，ここに
地方自治体が「危機管理jに関し，その必要性を認識し，簡便な方法・手順をイメージできるチェッ
クリストを提示する。これら二つのチェックリストを仮に「危機管理の武井式チェックリスト」と
呼ぶことにする。
(2）地方自治体の首長のための 「危機管理の武井式チェックリスト」
表1 地方自治体の首長のための「危機管理の武井式チェックリストjは，縦軸にマネジメン ト
（経営管理）の5段階のプロセス，すなわち予測，計画，組織，指揮・命令 （指導入統制をとる。
横軸には，「武井式危機分類法」に従い，今回調整した「危機を引き起こすリスク」（28項目）をと
る。知事，副知事，部局室長，課長等の理事者もしくはマネジメントに責任をもっ人々が，「マネ
ジメントJの見地からチェックリストの各欄をチェックしてみるべきである。たとえば，「 1 テ
ロ」の危機の「予測」が十分にできていれば「OJ，ある程度行っているが体系的，組織的，継続
的になっていないのであれば「ム」，全く行われていなければ「×」を記入するとよい。その成果
は，（1) 危機管理の必要な部分（2) 危機管理を充実すべき事項とプロセス (3) 危機管理の守備
範囲と手順，（4) その他についてイメージがはっきりし，その情報・イメージを客観的にチェック
し，評価することができる。
(3）地方自治体のリスク・マネジメント担当者のための「危機管理の武井式チェックリス ト」
表2 地方自治体のリスク・マネジメン ト担当者のための「危機管理の武井式チェックリス ト」
は，縦軸に「リスク・マネジメントJの5段階のプロセスをとる。すなわち，リスクの確認，測定，
リスク・コントロール対策，リスク・ファイナンシング対策 リスク・マネジメントの統制である。
横軸には表lと同様「危機を引き起こすリスク」（28項目）をとる。その使い方と成果は，表1と
同様である。
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5.わが国の地方自治体が今後取り組むべき「危機管理」の方向
以上，本稿においては書店を通じて入手できた文献と朝日新聞社の報道記事のみをデータベース
として利用した。しかし，この方法は，あくまで時間的，紙数的制約によるものであった。その他
の文献（海外のものも含む）や新聞社の事例を組み合わせることによってこの調査研究はさらに精
綴化でき，より深い分析の資料とすることができる。また，よりよい「危機管理」の対策と対応を
講じるための貴重な判断資料とすることができる。この項においては，以上の調査の分析に基づい
て，わが国の地方自治体が今後取り組むべき「危機管理」の方向を整理することとしたい。その上
で，具体的取り組みの指針を示唆してみたい。
(1) わが国の地方自治体の「危機」と「危機管理」の問題点
1) 「危機（クライシス）」とは「ターニング・ポイント」の意味である。その意味でわが国
の地方自治体の幹部および職員たちに「危機」意識のないことが最大の「危機Jとの指摘もある。
2) 「危機管理」の問題点は，拙著 f危機管理の概念，方法，事例，および在り方J(1995年）
において次のように整理した。
「日本政府には緊急時に対する国家としての明確な基本ポリシーがないことが最大の問題点であ
る。たとえば，外務省では，海外安全相談センターを設置し，情報提供を始めたものの，外務省独
自で収集した情報が中心であり 省庁間の情報交換はほとんど行われていない状況である。アメリ
カのOSAC (Overseas Security Advisory Council)のような官民合同の情報収集・提供活動も
行われていない。1990年8月2日のイラクによるクエート侵略に端を発した“湾岸危機”について
も，二つの典型的失敗例が指摘できる。
その第1は，日本の指導者たちは湾岸戦争の勃発を予想できなかった。
その第2は，人質解放があって安心をして これでよい方向に向かうという楽観的な観測（希望
的観測）があった。また，アラフゃ人を知っているということが逆に働いたようだ。一方アングロサ
クソンの考え方は，ここでイラクをそのままにしたら，核の保有，軍事極大化によって石油の価格
支配権を握られることになってしまうという危機意識を強くもっていた。これらの危機意識の差を
読むことカ宝できなかった。
これらは，佐々淳行氏が指摘するように，リード・エージ、エンシーおよびリード・エージ、エント
が任命され，機能していたとすれば，防ぎえたのではと考えられる。」
引用した一節は日本政府に関するものであるが，この主語を日本の地方自治体と読み，「湾岸戦
争jを「阪神・淡路大震災」と読み替えてみよう。これらの問題点は，そのまま変えることなく地
方自治体にあてはまる。
3) 筆者がある県庁の幹部に直接調査した中で，問題点を次のように指摘し，整理する人たち
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がいた。その幹部は次のようにコメントした。「阪神・淡路大震災については，全くノーマークで
あった。したがって，予測も計画もなく，その結果，組織，指導，統制も行われていなかった。地
震リスクの確認，測定，対策，実行，統制という「リスク・マネジメント」は防災マニュアルの文
書化だけで，全く行われていない。」
4) またある人は，筆者との勉強会を通じて次の2点が必要であることに気づいたと話した。
① 地方自治体と「危機管理」との関わり
ア．消防，防災，警察のように地方自治体の機能自体が県民の生命と財産を保全していく
「危機管理」行為としてとらえられること。
イ．民間部門と同様に，地方自治体も組織の管理，経営主体として「危機管理J手法が求
められていること。
② 地方自治体における「危機管理」の評価と今後の取り組み方向
ア．消防，防災に関しては，阪神・淡路大震災等を契機に多くの「危機管理」手法の蓄積
がなされており，地域防災計画の見直し等の具体的な取り組みも進んでいる。今後とも，
引き続き着実な取り組みを進めていくことが肝要である。
イ．組織の管理，経営主体としての「危機管理」手法についての組織的な取り組みは，先
駆的な民間部門に比べ地方自治体においては相当の遅れがあると認識される。特に，
社会が複雑化している今日を踏まえると，組織の管理，経営主体としての「危機管理」
手法について，今後きっちりとした取り組みを進めることが肝要である。
(2) わが国の地克自治体における「危機管理」に関する提言
このようなわが国の地方自治体の「危機」と「危機管理」の問題点に見え隠れする認識を反映し
て，どのような解決策が考えられるか。筆者の提言は，次のような調査を各自治体が行い，その自
治体にふさわしい「危機管理」の方針を策定し 組織を作り 人材を育成し，「危機管理」をリス
ク行政の中に，体系的に，制度的に，継続的にピルトインしていくことである。
1) 提言1：「危機管理」の必要性，評価 および取り組むべき方向に関する調査
主として次の3点を調査，検討の上，定義すべきである。
① 地方自治体と「危機管理」との関わり
ア．「危機管理」の定義
イ．地方自治体における「危機管理」および「危機」の事例
ウ．地方自治体における「危機管理」の必要性と緊急性
エ．地方自治体が行うべき「危機管理Jの分類
a.地方自治体の本質的機能としての「危機管理」
b.経営主体および地方自治体の組織自体一一例えば県庁，市役所，町・村役場，およ
び関連企業等一一の「危機管理J
②地方自治体における「危機管理」の評価と今後の取り組み方向
地方自治体における「危機管理」の事例，評価方法，および取り組み方向
ア．地方自治体の首長による「危機管理Jの評価
イ．地方自治体における「危機管理」の担当者による評価
③ 「危機管理jについて地方自治体が今後取り組むべき方向
ア．わが国における「防災対策」の基本的な考え方と海外の地方自治体における
「危機管理」の基本的な考え方の比較
イ．「防災対策Jと「危機管理」の考え方との統合
ウ．「危機管理条例」の制定等法的整備の必要性
2) 提言2：地方自治体の組織を守るための「危機管理」の導入
① 「リスク・マネジメント」導入に関する方針策定，組織作りおよび人材の育成
② 「危機管理マニュアル」の整備
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3) 提言3：地方自治体の首長は，「危機管理J対策をピルトインするため，早期に首長直結
の危機管理室，または危機管理担当者を設置または任命すべきである。
4) 提言4：地方自治体の首長は 「危機管理」の予算編成の基本理念および理論を調査研究
し，固めるべきである。
形がなく，のど元過ぎれば熱さ忘れる傾向がある面と，これほど重要であるが，反面，無
視されがちな地方自治体の「危機管理」の予算編成にとって，基本的な考え方一一哲学一一
および予算編成の理論的指針が不可欠である。
（了）
(1996年3月3日）
資料 「危機管理jに関する文献一一 1995年調査
1.牛場靖彦著 fあなたの家庭の危機管理一災害事故を生き抜く知恵と方法J（ジャパン タイムズ，1995)
2. 日経ビジネス編『いま知りたい危機管理一会社が危ない あなたが危ないJ（日経BP社， 1995)
3.デイツク・ブリッグス／パート・エドワーズ著大城裕二訳 f英国の信用保険一国際リスクマネジメ
ントの展開J（昭和堂，1991)
ロサンゼルス
4.小川和久著『 LA 危機管理マニュアJレJ（集英社，1995)
5.パトリック ・H・コリガン著 松島栄樹訳『LA Nの危機管理一災害予防と復旧対策のガイドラインj
（プレンテイスホー ル出版，1995)
6.長谷川俊明著 f海外進出の法律実務［改定版］一法的リスクマネジメントの展開J（中央経済社，1993)
7.大泉光一著 f海外派遣社員危機管理ハンドブックJ( HB J出版局，1993)
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8.牧昌見／木暮和夫／家田哲夫編著『学校の危機管理』（ぎょうせい，1995)
9. 日刊工業新聞社特別取材班編 f危機管理の決算書一阪神大震災 企業の教訓』（日刊工業新聞社，1995)
10.熊谷直著『危機管理の手腕一三人の戦争指導者に見る政戦略』 （光人社，s63) 
11. ロパート .B.アーパイン著 小林薫訳 『企業防衛の時代一危機管理と しての企業広報の役割j（ジヤ
パン タイムズ，1990)
12.重宗宏彦著 I金利リスクマネジメン トJ（地域金融研究所，H7) 
13.八木春馬著 I金融機関における営業店のリスク ・マネジメン トJ（経済法令研究会，1994)
14.日下部元雄著『金融機関リスクマネジメント一市場 ・信用リスク対策33講J（金融財政事情研究会，
H 7) 
15.ザ・ソリューションコンサルテイング編 栗山博行他著 『クライアン ト／サーバシステムのリスクマ
ネジント 成功のためのチェックポイントj（ソフト・リサーチ・センター，1994)
16.大泉光一著 fクライシス・マネジメントー危機管理の理論と実践J（同文舘，H5) 
17.土井秀生著『グローパル戦略とリスク ・マネジメント一合弁、提携、買収、合併からアフター・ザ・
マージャーまで』（ダイヤモンド社，1990)
18. リスク・マネジメン ト研究会編 『決定版 会社の危機管理一戦略的リスク・マネジメントへの取組みj
（日本能率協会マネジメン トセンタ－, 1995) 
19.富津敏勝著 f国際取引とリスク ・マネジメントJ（悠々 社，1994)
20.鈴木卓郎著 f新犯罪地図と危機管理一これでいいのか 日本警察！』（グリーンアロー出版社， S61)
21. まゆずみひろし著『こんなときあなたならどうする一学校危機管理演習j（近代文塞杜，1994)
22.財団法人 日本証券経済研究所編集兼発行『財務リスク・マネジメント－ALMの理論と実務j
( H 6) 
23.青木茂著『サラリーマンは永遠に不滅です一不況下で活きる危機管理術j（ビジネス社，1994)
24.真鍋繁樹著日日ってそうで知らない危機管理 .74の謎J（青春出版社，1995)
25.牛場靖彦著 『自分のための危機管理学 v・s・0・p人間学のすすめJ（祥伝社， H7) 
26.佐藤忠著作土長の危機管理一企業が不祥事を起こすときJ（産能大学出版部， 1994)
27.志茂田景樹著『殿烈！日本包囲戦一「新生」危機管理大作戦EJi （徳間書店，1995)
28.松山幸弘著『新 ・エイズ戦争一日本防衛のためのリスクマネジメント指針』（東洋経済新報社，1994)
29.佐々淳行著作庁・危機管理のノウハウj（文事春秋，1995)
30.佐々淳行著『新・新・危機管理のノウハウJ（文塞春秋，1994)
31.小川和久著『新北朝鮮と日本一朝鮮半島の有事と日本の危機管理J（東洋経済新報社，1994)
32.志茂田景樹著 f「新生」危機管理大作戦！ I』（徳間書店，1995)
33.是津輝昭著 fシステム開発リ ーダ一成功の条件ー付危機管理局面別チェックリストJ（＇同友館， 1992)
34.野島嘉著『ソ連なんか怖くない一「80年代日本の危機管理』（蒼洋社，s56) 
35.高秀秀信著 『大震災 市長は何ができるのか一自治体の危機管理』（朝日新聞社，1995)
36.時事通信社編集局編著『大震災を生き抜く一「阪神」が教える危機管理J（時事通信社，1995)
37.松井謙著『多重苦の世界経済一危機管理の処方護』（新評論，1990)
38.吉野準著［次の大震災一首相から主婦までの危機管理J（朝日新聞社，1995)
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39.北野宏明著 『デイベート術入門一問題発見・論理構築から危機管理までJ（ごま書房，1995)
40.大泉光一著『テロリズムと企業危機管理一ビジネスマンの海外安全対策』（日刊工業新聞社，1990)
41.中島悟著『中島｜苦の交通危機管理術j（新潮社，1994)
ケース スータデイ
42.牛場靖彦著 『ビジネスマンの危機管理教えます一管理職駆け込み寺相談控 』（ダイヤモンド社，1994)
43.岩崎和雄著 f変革期のクレジット戦略ーカードのリスクマネジメントからマーケテイングまで』（産能
大学出版部， H4) 
44.福永法元著 fこんな夫婦は今すぐ別れなさい一夫婦の危機管理法j（アー スエイド，1992)
45.野口靖夫著『文書の危機管理と災害対策一紙・マイクロフィルム・光ディスクをどのように守り救済
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